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１． 目的 

円山川水系では、コウノトリの野生復帰に向けた地

域の取り組みと、災害防止のための治水事業が進めら

れる中で、治水対策と合わせて河川環境の整備を行い、

過去に損なわれた湿地や環境遷移帯等の良好な河川環

境の再生を目指す 1)ことを目的として、「円山川水系自

然再生計画（第二回変更）」（平成 23 年 12 月）が定め

られている。 

円山川の下鶴井地区では、激特事業における河床掘

削の際、浚渫土砂を仮置きするための仮設工等の影響

により、ヨシ原の面積が減少した。2)そのため、本計画

のもとで、“特徴的な自然環境の保全・再生・創出”を

目標に、ヨシ原を含む多様な湿地環境を有する原野環

境の再生が行われている。 

湿地環境の再生は高水敷の切り下げ、ヨシ原再生は、

地域や小学校と連携したヨシの栽培・移植が計画され

ている。下鶴井地区の自然再生箇所の面積は 38,500m2

と広大であり、円山川にはその面積分のヨシを供給で

きるヨシ原は存在せず、ヨシ原を再生するには、栽培

によって成長させたヨシを移植する必要があるため、

今年度はヨシの栽培生育実験を実施した。 

 

図－１ 下鶴井地区の現状（上）と再生イメージ（下） 

 

 

２． ヨシの栽培手法の検討 

ヨシの栽培手法については、文献を用いて栽培手法

や事例を調査し、地域の人々が容易に栽培でき、かつ

既存のヨシ群落を傷つけない、「地上茎法」を選定した。 

地上茎法は、ヨシの地上茎を地際から刈り取り水に

浸漬（しんし）することで、地上茎の側芽を伸長させ

て苗条（びょうじょう）を栽培する方法である。3)4)生

産時期は 7～8月の伸長期に限定される。5) 

 

３． ヨシの栽培実験 

（１）苗条の栽培（円山川現地） 

文献調査による事例 3)を参考にし、苗条を栽培した。 

ヨシの刈り取りは、円山川河川区域内のヨシ原から

利用や環境に影響がない場所を選定し、鎌を使用して

人力で行った。刈り取るヨシはなるべく太く茎高の高

い個体とし、地際から刈り取った。 

刈り取ったヨシは 20 本を 1 束とし、麻紐で 3 箇所

（茎の根元、葉の根元、葉の中部）を結んだ。 

河川区域内の出水の影響を受けにくい止水域の汽水域

と淡水域の 2 地点で側芽を栽培した。ヨシの束を水域に

浸漬するにあたって、ヨシが流出しないよう、ヨシの束

を地面に挿し込んだピンホールと麻紐で固定した。 

 

写真－１ 側芽栽培（淡水域）の様子 

 

栽培開始（H28.8.4）から 10 日後に発芽を確認した。

その後定期的に観察を行ったが、いずれの水域におい

ても側芽の成長は見られず、側芽は何かにかじられた

ような跡が確認された。また、浸漬するヨシの束の中

からアメリカザリガニが確認された。文献では、アメ

リカザリガニやヌートリアによるヨシの食害が報告さ

れている。6)円山川でも、アメリカザリガニやヌートリ

アの生育が確認されていることから、食害の可能性が

考えられる。 

円山川 

自然再生箇所 
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写真－２ 側芽が何かにかじられた跡（左）、 

栽培していたヨシの束の中で確認された 

アメリカザリガニ（右） 

 

（２）苗条の栽培（室内） 

食害による影響の有無を確認するために、室内で苗条

の栽培を行った。水をはったプラスチックの容器（530mm

×340mm×70mm）に、円山川で刈り取ったヨシをプラス

チック容器の大きさに合わせて切断して入れた。 

現地と同様、栽培開始（H28.9.5）から 10 日後に発芽

を確認した。栽培開始 25 日後には側芽は丈 20～30cm の

苗条に成長した。室内では順調な生育が確認されたこと

から、円山川現地ではアメリカザリガニ等の食害による

生育不良の可能性が大きいことが示唆された。 

1 本のヨシから 1.5 株程度の苗条が採取できること

が確認された。室内実験では用いたヨシは 4 本であっ

た。苗条を採取できる効率はやや小さいけれども、既

存群落を傷つけることがない、地域と連携できるとい

う観点を加えると良い手法と考えられる。 

 
写真－３ 苗条栽培の様子 

 

４． ヨシの生育実験（ポット苗の栽培（室内）） 

苗条の栽培開始から約1か月経過したH28.10.17に、

室内で栽培した苗条（5 本、苗丈 20～30cm）を塩化ビ

ニル製の植木鉢（ポリポット）に移植した。用土が苗

条の成長に与える影響を確認するため、汽水域、淡水

域、市販の用土を使用した。根に水分を与えるために、

ポリポットを水を張ったプラスチックバットに入れた。

水はヨシの根の高さ程度とした。 

苗条は移植後約 1ヶ月で 50cm 程度に成長した。用土

の違いにより、茎の太さには違いが見られた（市販の

用土が太く、汽水域、淡水域の用土は同程度であった）。

一方で、苗丈には違いが見られなかった（現地移植の

際には参考条件とする）。 

 

 
写真－４ ヨシの生育実験 

（上：移植直後、下：1ヵ月後） 

 

５． 実験結果 

ヨシの栽培生育実験から、得られた結果を下記に示す。 

・円山川現地でのヨシの栽培は、アメリカザリガニ

等の食害の影響を受けることから難しい。 

・室内ではヨシ苗の栽培が可能であり、栽培開始か

ら約 10 日で発芽すること、側芽は栽培開始 25 日

後には丈 20～30cm の苗条に成長すること、約 1 本

のヨシから 1.5 株程度の苗条が採取できることが

確認された。 

・ポット苗は、用土の種類に関わらず生育可能であ

り、移植時は 20～30cm の苗が、移植 1ヶ月後には

50cm 程度に成長することが確認された。 

本検討を行うにあたり、近畿地方整備局豊岡河川国

道事務所 調査課の方々のご指導とご協力を頂いた。こ

こに記して厚く御礼申し上げる。 
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